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要 旨 

 

物事の白黒をはっきりさせない，もしくは自己主張をあまりしないことが一般的な日本語の

談話場面においては，和らげの機能を持つモダリティが頻繁に使われる。そのうち，「らしい」，

「ようだ」，「みたいだ」は極めて類似しており，共通する用法も多く，定着しにくい文法項目

であるとよく言われる。中国の日本語教育現場では，ネイティブ・スピーカーとの接触機会が

少ないため，「らしい，ようだ，みたいだ」が実際に使われる場面に遭遇することが少ない。

一方，中国人日本語学習者が日本に来て日本語の使用場面が増えるにつれ，モダリティを頻繁

に使用する母語話者との接触を避けて通れないこととなってきている。こうした中で，モダリ

ティは学習者にとって，直面しなければならない表現の一つなのだが，自然な接触の場面にお

ける「らしい，ようだ，みたいだ」の使用は学習者に，より適切なモダリティの使用を促して

いるのだろうか。その現状はまだ明確に把握できていない。 

本研究では，モダリティとしての「らしい，ようだ，みたいだ」の三つの表現に関して，以

下のことを明らかにすることを目的とした。 

⑴日本語母語話者（ＪＮＳ：Japanese Native Speaker，以下，ＪＮＳと略す）と，日本国

内で学習した学習者（ＪＳＬ：Japanese as a Second Language，以下，ＪＳＬと略す），及び

中国で学習した学習者（ＪＦＬ：Japanese as a Foreign Language，以下，ＪＦＬと略す）の

使用状況はそれぞれどのようであるか。 

⑵ＪＳＬとＪＦＬの使用状況に違いが見られるか。 

⑶中国人日本語学習者の使用状況の形成要因は何か 

以上のことを考察することにより，中国人日本語学習者が使用する「らしい，ようだ，みた

いだ」についての理解が深まり，普段あまりうまく使えないモダリティに気づかせられれば，

もっと適切に使えるようになるのではないかと考えた。そして，その知見を中国の大学及び日

本語教育現場における「らしい，ようだ，みたいだ」に関する指導方法に活かせるのではない

かと考えた。 

 

第 1 、第 2 章では、研究の背景及び既存の研究による問題点について記述し、それらの内

容を踏まえて本研究の目的を設定した。既存の研究による問題点としては、「らしい，ようだ，

みたいだ」に関する研究では使用率を調査したものはあるが，主に在日留学生を対象とする研

究であり，海外で日本語を学んでいる学習者に目を向けたものはほとんどない。そこで、本研

究ではＪＮＳ，ＪＳＬ，ＪＦＬを対象とし、それぞれの使用状況及びその形成要因について把

握することを目的として研究を行った。 

第 3 章では、本研究における調査対象を選定し、ＪＮＳ，ＪＳＬ，ＪＦＬの協力者に同じ

内容のアンケートを用いてデータを収集し、そのアンケートの作成目的と分析方法について記

述した。 

第 4 章では、まず第 3 章で得られた選択問題におけるデータに基づき、ＪＮＳの選択の結果

をＳＶＭとして扱い、ＪＳＬとＪＦＬがこの結果に近づくかどうかを見るために、全体及び設

問別の分析を行った。そして記述問題において協力者が記述した内容からキーワードを抽出し，

ＫＷ(キーワード)分類法を用いて分類し、代表性及び表現の分りやすさを重視した五つのキー

ワードで記述内容を帰納して整理を行った。 

第 5 章で選択問題と記述問題の結果を比較したところ、どちらかだけを見る場合と異なった

面が見られた。記述問題では語感で判断することや分らないと回答するＪＳＬとＪＦＬの人数

はあまり変わらなかったが，選択問題ではＪＳＬの方がＪＦＬより「らしい」「ようだ」「みた
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いだ」の習得が進んでいることが確かに見られた。つまり，ＪＳＬは使い分けに関する適切な

回答が出せないとしても，語感などを判断の基準とする場合にはＪＦＬよりＪＮＳに近づいて

いることが分かった。その状況の形成要因について、母語の影響、教科書における問題点、接

触場面という三つの面から考察した。 

第 6 章では、第 5 章で提出した形成要因に基づき、三点に分けて日本語教育への提案を考え

た。 

最後に第 7章では、第 1章から第 6 章までで得られたことをまとめて、本稿の総括とした。 
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